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日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

二
０
一
一
年
四
月
に
初
当
選
し
、
道
議
会
議
員
と
し
て
の
三
期
目
の
任
期
も
あ

と
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
一
次
産
業
の
振
興
、
地
域
福
祉
の
充
実
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
め
ざ
し
、「
さ
さ
え
あ
い　

安
心　

明
る
い　

北
海
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
三
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
皆
様
の
暮
ら
し
や
地
域

の
活
動
も
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
影
響
に
よ
り
観
光
や
一
次
産
業
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
が
低
迷
し
ま
す
。

　

地
域
に
元
気
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
早
期
の
収
束
と
そ

の
後
の
地
域
振
興
策
が
重
要
で
す
。

　

物
価
高
騰
や
肥
料
や
飼
料
な
ど
原
材
料
不
足
、先
行
き
不
透
明
で
す
が
北
海
道
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
切
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
も
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
議
会
議
員
　
　

笹
　
田
　
　
浩

　第４回定例道議会は令和４年度一般会計補正予
算、「私学専修学校等における専門的職業人材の育
成機能の強化等を求める意見書」など可決し12月15
日に閉会しました。民主会派は知事の政治姿勢、新
型コロナウイルス感染症対策、道財政の健全化、大
雪による新千歳空港の滞留者解消策、医療・福祉対
策、経済と雇用対策、エネルギー政策、日本海溝・
千島海溝巨大地震、建設産業の振興、第１次産業の
振興、慣習や理念等と人権施策推進、ゼロカーボン、
旧統一教会問題を契機とする道民からの相談対応、
北方領土隣接地域の振興対策、教育課題について質
疑しました。

　冒頭、来年4月に札幌市で開催予定のＧ７札幌気
候・エネルギー・環境大臣会合関連経費に3,700万円、
若者らに向けた「ゼロカーボン北海道」の普及促進
事業費に4,000万円、高病原性鳥インフルエンザの
防疫措置の経費に9億8,100万円など総額118億5,500

第４回定例道議会
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夏
祭
り

　

8
月
29
日
㈪
七
飯
町
の
社
会
福
祉
法
人

主
催
の
ハ
ッ
ピ
ー
ド
ウ
ナ
ン
夏
祭
り
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天

気
も
ぎ
り
ぎ
り
持

ち
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

の
花
火
大
会
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の

技
能
実
習
生
も
参

加
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

3
年
ぶ
り

　

9
月
4
日
㈰
は

森
町
食
キ
ン
グ
市

に
3
年
ぶ
り
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。

以
前
の
規
模
で
は

な
い
も
の
の
地
域

の
お
い
し
い
食
材

で
迎
え
て
い
ま
し

た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト

　

森
町
と
長
万
部
町

が
出
店
し
て
い
る

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト

に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。

　

写
真
は
長
万
部
町

の
ブ
ー
ス
で
す
。
ホ

タ
テ
「
湾
宝
」
は
好

評
で
す
。

⑵

万円の補正予算案を提出し全会一致で可決し、更に
６日には総額1,747億円の本年度一般会計追加補正予
算案が提出されました。
　主な事業として、来年以降の旅行商品の割引支援
や人手不足が深刻な業種への支援金の支給など経済
対策に238億円を、赤潮被害を受けた漁場の回復な
どに3億3,400万円を計上しました。
　コロナ禍の長期化に加え、物価高騰・円安の進行
に伴い深刻な打撃を受けている地域経済の現状を踏
まえ、補正予算に計上された「コロナ禍における価
格高騰等緊急経済対策」事業の速やかな実施は当然
ですが、今回の追加補正で支援が十分とは考えてい
ません。さらなる追加の支援策に関し、支援を必要
としている方々へ必要な対策が確実に行き渡るよ
う、国に対しても16日に中央要請も実施しています。

国
費
予
算
等
要
望
・
提
言

　

7
月
19
日
㈫
は
北
海

道
議
会
民
主
・
道
民
連

合
議
員
会
と
し
て

「
2
0
2
3
年
度
に
お

け
る
国
費
予
算
等
へ
の

要
望
・
提
言
」
を
各
省

庁
に
20
分
程
度
で
し
た

が
多
岐
に
わ
た
っ
て
実

施
し
ま
し
た
。

林
活
議
連
連
絡
会
総
会

と
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
視
察

　

8
月
3
日
㈬
は
特
別

委
員
会
の
終
了
後
に
北

海
道
森
林
・
林
業
・
林

産
業
活
性
化
促
進
議
員

連
盟
連
絡
会
の
総
会
が

全
道
か
ら
の
市
町
村
議

員
約
1
5
0
名
の
参
加

で
札
幌
市
内
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
出
席
し
ま
し
た
。
終
了
後
に
は

来
年
度
か
ら
移
転
す
る
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
新
球
場
と
な
る
北
広
島
市
の

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
建
設
状
況
を
視
察
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

大
雨
被
害

　

8
月
18
日
㈭
は
15
日
か
ら
の
大
雨
に
よ

る
被
害
調
査
に
長
万
部
町
・
八
雲
町
を
中

心
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

人
的
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
国
道
、
道
道
大
峯

双
葉
線
な
ど
の
道
路

や
河
川
、
橋
梁
、
草

地
灌
水
、
流
木
流
出

な
ど
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
関

係
機
関
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

全
国
中
学
相
撲
大
会

　

8
月
21
日
㈰
は
20

日
、
21
日
と
福
島
町

で
開
催
さ
れ
て
い
る

全
国
中
学
校
体
育
大

会
相
撲
選
手
権
大
会

を
視
察
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
だ
ブ
ロ
グ

は
日
々
の
活
動
状
況
を
笹
田
自
身
が
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
更
に

詳
細
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
」
で
笹
田
へ
の
激
励
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
→　

http://sasada-hiroshi.com

さ
さ
だ
　

ブ
ロ
グ　
か
ら
・
・
・
・
・
・
・

採択された決議・意見書
（◎は政審発議、○は委員会発議）

◎朝鮮民主主義人民共和国のミサイル発射に抗議する
決議
◎私立専修学校等における専門的職業人材の育成機能
の強化等を求める意見書
◯帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求め
る意見書
◯知的障がいに対する国の対応拡充を求める意見書
○食料安全保障を担う持続可能な北海道酪農畜産の支
援に関する意見書
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森
町
さ
わ
ら
ふ
る
さ
と
祭
り
と
松
前
ま
ぐ

ろ
ま
つ
り

　

9
月
18
日
㈰
は
森
町
、
松
前
町
で
そ
れ

ぞ
れ
に
3
年
ぶ
り
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
森
町
で
は
さ
わ
ら
ふ
る
さ
と

祭
り
が
砂
原
漁
港
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
逢

坂
代
議
士
と
共
に
参
加
し
開
会
式
で
ご
挨

拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

自
治
労
北
海
道
本
部
定
期
大
会

　

9
月
30
日
㈭
は

28
日
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
自
治
労

北
海
道
本
部
第
64

回
定
期
大
会
で
次

期
統
一
自
治
体
選

挙
で
の
推
薦
状
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

木
古
内
町
80
周
年

　

10
月
1
日
㈯
は
木
古
内
町
で
町
制
施
行

80
周
年
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
森
前
町
長
さ
ん
は
じ
め
町
づ
く
り
に

功
労
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
表
彰
や
木
古
内

中
学
校
の
全
国
レ
ベ
ル
の
吹
奏
楽
、
町
の

歴
史
を
振
り
返
る
映

像
の
上
映
や
地
元
の

中
村
時
子
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
、
打
ち
上

げ
花
火
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ゆ
た
か
な
教
育
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

10
月
11
日
㈫
12
日
㈬
の
2
日
間
渡
島
管

内
の
市
・
町
を
訪
問
し
首
長
さ
ん
、
教
育

長
さ
ん
に
子
ど
も

の
「
貧
困
」「
教

育
格
差
」
是
正
と

「
超
勤
・
多
忙
化
」

解
消
を
求
め
、
ゆ

た
か
な
教
育
の
実

現
を
め
ざ
す
要
請

書
を
持
参
し
て
訪

問
し
ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

江
差
高
等
看
護
学
院
調
査

　

10
月
17
日
㈪
檜
山
地
域
政
策
懇
談
会
終

了
後
に
江
差
高
等
養
護
学
院
の
視
察
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
目
的
は
パ
ワ
ハ

ラ
事
件
の
そ
の
後
の

体
制
に
つ
い
て
、

P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
、
救
済
措
置
、
賠

償
、
謝
罪
、
復
学
状

況
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
等
で
す
。

石
谷
学
院
長
、
佐
々

木
、
大
島
副
学
院
長

の
ほ
か
本
庁
保
健
福

祉
部
か
ら
岡
本
地
域

医
療
推
進
局
長
、
田

原
看
護
政
策
担
当
課
長
も
同
席
し
実
施
し

ま
し
た
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
政
策
懇
談
会

　

10
月
20
日
㈭
渡
島
管

内
地
域
政
策
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
首

長
さ
ん
は
じ
め
職
員
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
提
言
・
要
望
は
、

道
議
会
に
反
映
す
る
と

と
も
に
、
道
庁
執
行
部

や
道
内
選
出
国
会
議
員

か
ら
の
状
況
把
握
、
会

派
で
の
中
央
要
請
な
ど

の
機
会
に
も
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
要
望
　
　

　

11
月
1
日
㈫
石
山
松

前
町
長
、岡
嶋
森
町
長
、

辻
函
館
市
教
育
長
ら
か

ら
令
和
5
年
度
文
化
財

保
存
整
備
事
業
に
つ
い

て
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

道
内
各
市
町
村
の
文

化
財
保
存
の
た
め
の
国

庫
補
助
事
業
の
全
計
画

が
要
望
額
ど
お
り
採
択

さ
れ
る
よ
う
連
携
し
た

取
組
み
が
必
要
で
す
。

　

2
日
に
は
先
日
開
催

し
た
地
域
政
策
懇
談
会

の
内
容
を
高
橋
道
議
と

建
設
部
長
、
担
当
局
長

に
要
請
し
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

沖
縄
戦
没
者
追
悼
式

　

10
月
15
日
㈫
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
沖

縄
並
び
に
南
方
各
戦
域
戦
没
者
追
悼
式
に

北
海
道
議
会
議
長
代
理
と
し
て
出
席
し
追

悼
の
言
葉
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

敷
地
内
の
国
立

沖
縄
戦
没
者
墓
苑

に
は
北
海
道
出
身

者
約
1
万
名
が
刻

銘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

札
医
大
新
キ
ャ
ン
パ
ス
落
成

　

11
月
19
日
㈯
札
幌
医
科
大
学
の
新
キ
ャ

ン
パ
ス
落
成
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
出
席

し
ま
し
た
。

　

理
事
長
・
学
長
の
山
下
敏
彦
先
生
か
ら

主
催
者
挨
拶
と
新
キ
ャ
ン
パ
ス
紹
介
が
あ

り
、
紹
介
映
像
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
新
キ
ャ
ン
パ
ス
に
整
備
し
た

広
場
の
愛
称
も
発
表
さ
れ
、医
学
の
父「
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
」
と
北
海

道
の
マ
ー
ク
七
稜
星
が

ス
テ
ラ
で
あ
る
こ
と
か

ら
「
ら
て
す
」
と
決
定

し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

⑶
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これまでの主な活動記録
₈月₁日　函館市市政施行100周年記念式典
₈月₂日　常任委員会
8月 3日　特別委員会
　　　　　全道林活議連連絡会定期総会
　　　　　ボールパーク視察（北広島市）
8月 9日 　長万部町水柱調査
8月11日　パノラマカップパークゴルフ大会
8月13日　アイヌ先駆者鎮魂之碑へのお参り
　　　　　八雲町万霊塔・合葬墓慰霊祭
　　　　　「やるべ福島イカまつり」
8月16日～18日　大雨被害調査（長万部町・八雲町）
8月21日　相撲中体連福島町大会
8月22日　七飯町調査
8月23日　森町調査
8月24日　知内町・木古内町調査
8月25日　八雲町熊石地域調査
　　　　　全道幹事長会議（Web）
8月26日　八雲調査
　　　　　令和 4年度大漁祈願祭
8月27日　町民ドック
　　　　　常任幹事会（Web）
　　　　　七飯町ハッピードウナン夏祭り花火大会
8月29日　松前町調査
9月 3日　ろうきん八雲ファミリー感謝祭
　　　　　シンフォニー祭り
9月 4日　森町食キング市
9月 6日　常任委員会
　　　　　自治労道議団会議
9月 7日　特別委員会
　　　　　知内町長議員会館訪問
9月 8日　ウポポイ視察（白老町）
　　　　　社会福祉審議会（札幌市）
9月12日　前日委員会
9月13日　第３回定例会開会（10月 7 日まで）
　　　　　連合との意見交換
　　　　　道議会定数等協議会
9月18日　松前城下まぐろまつり
　　　　　さわらふるさとまつり
9月28日　スポーツ議連総会
　　　　　自治労道本部定期大会（札幌市）
9月29日　自治労道南町村連総会（札幌市）
10月 7 日　国保連合会要請（札幌市）
10月 8 日　陸上自衛隊第28普通科連隊創立60周年記念行事
　　　　　（函館市）
10月11日～12日　ゆたかな教育を求める全道キャラバン渡島

管内全町

10月14日　民主議員ネット研修会（札幌市）
10月16日　杉本雅人第12代津軽三味線日本一受賞記念コン

サート（八雲町）
10月17日　地域政策懇談会（檜山管内）
10月18日　八雲町青年舎大関牧場知事来訪同席
10月19日　第71回全国漁港漁場大会（函館市）
10月20日　地域政策懇談会（渡島管内）
10月22日　道連常幹（札幌市）
10月23日　落部文化祭・秋のしたくた市（熊石地域）
10月24日　JR北海道労組議員団会議定期総会（函館市）
10月25日　JR北海道労組議員団会議研修会
10月30日　八雲町文化祭
11月 1 日　常任委員会
　　　　　自治労道議団会議
11月 2 日　特別委員会
11月 5 日　自治労道南地本定期大会（函館市）
11月 6 日　長万部町文化祭
11月 8 日　社協顕彰表彰式典（八雲町）
11月13日　黒岩恵比須神社構祭（八雲町）
11月14日～15日　沖縄慰霊祭
11月16日～18日　特別委員会道外調査（山口県）
11月19日　札幌医科大学新キャンパス落成記念式典
11月21日　入沢頭首工調査（八雲町）
11月28日　前日委員会
　　　　　各派幹事長会議
11月29日　第 4回定例会開会（12月15日まで）
　　　　　道議会一問一答学習会
　　　　　道議会定数等協議会
11月30日　北海道功労賞贈呈式（札幌市）
12月 3 日　自治労道南地本青年部定期総会
　　　　　鹿部町職労定期大会
12月14日　終日委員会
12月15日　第 4回定例会閉会
　　　　　道私鉄忘年懇親会
12月16日　中央要請（各省庁）
12月21日～23日　保健福祉委員会道外調査（岡山県・香川県）
12月27日　八雲地区連合会第30回定期総会
12月26日　道南地本管内挨拶

毎年冬に開催している「ささだ浩新春の集い」
は、新型コロナウイルス感染症の拡大を防止す
るため、今年は形を変えて、「道政報告会」と
して₂月11日に行う予定です。感染症が一日も
早く収束し、来年は開催できますよう、祈念い
たします。


